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      青山友紀 
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総務省次世代ネットワークアーキテクチャ検討会 （２００６年度） 

    この発表で 次世代ネットワークと新世代ネットワークを明確に 
   分けること、前者をＮＸＧＮ、後者をＮＷＧＮと称することを提案 
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2) Incremental development with a future direction  

1) Unconstraint design  
 (Clean - slate approach)  
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増田総務大臣 
齋藤忠夫フォーラム会長 

        佐藤総務副大臣 

           フォーラム副会長 

   新世代ネットワーク推進フォーラム設立総会 
                    ２００７年１１月６日  



   １st US-Japan Joint Workshop on New Generation Network/ Future Internet 

 October 31-November 1, 2008 at Palo Alto 
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            平原正樹氏を偲んで！ 



 １st ITU-T Kaleidoscope Academic Conference 

 

     A New Generation Network  
                         - Beyond NGN - 
 
                                 May 12,   2008 
 
                            Tomonori  Aoyama 
 
                               Keio University 
                               NICT 
 Tomonori Aoyama 
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 SDN/NFV 

 CCN/DCN/ICN 



    US ICT R&D Landscape  

GENI 

USIgnite 

SDN 
NFV 
Network Virtualization  

NSF Cloud 

Global City Team 
(USIgnite, NIST, DoT, NSF, ITA, HHS, DoE)  

https://us-ignite.org/globalcityteams 

Smart 
America 

NIST 

National Priority 
Applications 

Academic  
Cloud 

Smart City 

All US Smart City 
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IoTWF@Dubai (12/8/2015) 
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Dubai Police Car with IoT Cameras 



  今後のICT R&D戦略 
 

ÅSDN/NFV/Cloud/IoT/M2Mを包含するSoftware Defined 
Infrastructure 

Å業界をまたぐ革新的アプリケーションとSDIの一体的開発と実用化
の推進 

ÅNational Priorityのアプリケーション起点と地域活性化への活用 

Å米・欧・亜との連携推進とGlobal & Resilient City 構想への参画 

 

国家の屋台骨を支える(National Priority) 
革新的アプリケーショを牽引する 

安心・安全なプログラマブル情報通信基盤の構築 
(Application Driven Software Defined Infrastructure) 
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ÅIoTのカバーする分野は広く、検討・推進に当たっては、我が国の強みや今後の社会経
済への影響を踏まえ、本フォーラムにおいては、会員のご意見を踏まえ、プロジェクトの
出口分野を重点化しつつ、技術開発・実証、標準化等を検討。 

スマートシティ・ 
スマートハウス 

リアルタイム性 

通
信
頻
度 

高 

高 （遅延許容度：低） 

低 

低 （遅延許容度：高） 

インフラ維持管理 

農業効率化 
※その他、必要に応じ、求められるセキュリティ強度等、 
他の検討軸も含めて検討。 

自動走行 

自律型モビリティシステム 
（電気自動車、農業機械、 
工事車両、電気車いす、 

サービスロボット、ドローン等） 

機械制御 
（工場等） 

具体的な検討課題 
ü 技術開発 

ü テストベッドの活用方
策 

ü 標準化、国際展開 

ü その他留意事項（データ保護
等） 

多様なIoTサービスを創出する 
共通基盤技術 
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2006年にスタートした新世代ネットワークの研究開発はClean-slate 
Designに基づくアーキテクチャとそれを構成する基盤技術を構築し、実
証実験を通して実用化への道を築いたところである。それに対する新世
代ネットワーク推進フォーラムの貢献は評価される。 
 
2020年において「ＳＤＩ＋革新的アプリケーション」を実現し、日本のICTが
世界を先導するためには、これまでに成果を活かし、ネットワーク，コン
ピュータ／ソフトウエア、アプリケーションを一体として垣根なく議論し、研
究開発とそのビジネス化を推進する場の構築とそのリソースの確保、日
米・日欧との連携が必要である。今後のIoT推進コンソーシアムの進展に
期待するところである。 

            むすび 


